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■施設基準の変更について ※該当する医療機関様のみ 

急性期一般病棟入院料６を算定されている医療機関様は９月３０日までは、改正前

の急性期一般入院料６（１，４０８点）の算定が可能でしたが、１０月１日からは旧急性

期一般入院料７と同点数の急性期一般入院料６（１，３８２点）へと基本料が変更とな

ります。該当の医療機関様におかれましては、下記手順をご参考に作業をお願い致

します。 

＜ 手順 ＞ 

１．業務メニューより、 ９１ マスタ登録 を選択します。 

２． １０１ システム管理マスタ を選択します。 

３．管理コード欄に「１００６」と入力し Ｅｎｔｅｒ を１回押します。 

  管理コード欄に 施設基準情報 がセットされます。 

４． Ｅｎｔｅｒ を１回押すと次の画面に進みます。 

５．下図の画面が表示されますので、有効年月日の終了日「９９９９９９９９」を 

 Backspace で消して空白にし、「５０４０９３０」（令和４年９月３０日）と入力して 

 Ｅｎｔｅｒ を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．有効年月日の終了日に「Ｒ４．９．３０」がセットされたら、 確定（Ｆ１２） を押します。 

  下図のような画面へ遷移しますが、そのまま 確定（Ｆ１２） を押します。 

  「登録処理をします」とメッセージが表示されますので ＯＫ をクリックします。 
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７．画面が戻ったら、再び管理コード欄に「１００６」と入力し Ｅｎｔｅｒ を１回押します。 

  管理コード欄に 施設基準情報 がセットされているのを確認します。 

  マウスで有効年月日の開始日までカーソルを持っていき、有効年月日の開始日に 

「５０４１００１」（令和４年１０月１日）と入力して、 Ｅｎｔｅｒ を２回押します。 

  終了日に「９９９９９９９９」がセットされたのを確認し、 確定（Ｆ１２）  を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．設定画面に遷移したら、選択コードに ３１９８ と入力し、「急性期一般入院料６ 

  （旧 急性期一般入院料７）」のフラグを「１」へと変更します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．つづいて、選択コードに ３５３０ と入力し、「（旧）急性期一般入院料６」のフラグを 

  「０」へと変更します。 

 

 

 

１０．最後に 設定分（Ｆ１０） をクリックし、登録されている施設基準に間違いが無け

れば、 確定（Ｆ１２） をクリック、「新規の登録処理をします」とメッセージが表示

されますので ＯＫ をクリックし、施設基準の登録作業は完了になります。 
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■入院基本料の変更について ※該当する医療機関様のみ 

急性期一般病棟入院料６を算定されている医療機関様は９月３０日までは、改正前

の急性期一般入院料６（１，４０８点）の算定が可能でしたが、１０月１日からは旧急性

期一般入院料７と同点数の急性期一般入院料６（１，３８２点）へと基本料が変更とな

ります。該当の医療機関様におかれましては、下記手順をご参考に作業をお願い致

します。 

 

＜ 手順 ＞ 

１．業務メニューより、 ９１ マスタ登録 を選択します。 

２． １０１ システム管理マスタ を選択します。 

３．管理コード欄に「５００１」と入力し Ｅｎｔｅｒ を１回押します。 

  管理コード欄に 病棟管理情報 がセットされます。 

４． Ｅｎｔｅｒ を１回押すと次の画面に進みます。 

５．下図の画面が表示されますので、画面上部に表示された病棟を選択します。 

（※医療機関様によって画面表示は異なります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示された病棟をクリック 
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６．有効期間の開始日にもともと入っている開始日を Backspace で消して空白にし、

「５０４１００１」（令和４年１０月１日）と入力して Ｅｎｔｅｒ を押します。 

 

 

 

７．１０月からの入院料を設定できるようになります。 

  下図の画面で、入院基本料の設定、入院料加算の設定を行って下さい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．設定が終了したら、 追加（F６） を押して登録します。 

  「有効期間の重複するデータが存在します。前の期間を区切りますか」と確認メッ 

  セージが表示されましたら、 ＯＫ を押して登録を行って下さい。 

  （旧世代は自動的に、令和４年９月３０日に期限がセットされます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※病棟が複数ある場合には、手順５～８を繰り返して下さい。 

９．設定が終わりましたら、 戻る（Ｆ１） を数回押すと業務メニューに戻ります。 

入院基本料はこちらをクリックして変更します。 

加算等はこちらをクリックして「算定する」に変更します。 

病棟の種類によって、タブの数は異なります。 
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■１０月からの入院料算定の確認 

前ページまでの設定が終わりましたら、テスト患者にて１０月１日に新規入院登録を

行い、１０月１日以降の点数を算定しているか確認をして下さい。 

※テスト患者が入院中の場合には、入院取消後に新規入院登録を行って下さい。 

＜ 手順 ＞ 

１．環境設定の日付を令和４年１０月１日に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．業務メニューより、 ３１ 入退院登録 で入院登録後、 ３２ 入院会計照会 より 

１０月からの入院料や加算を正しく算定しているか確認できます。 
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■入院会計の一括置き換え作業 

１０月以前から継続入院中の患者様の入院料を正しく算定するための作業です。 

 ３２ 入院会計照会 に「入院点数に誤りがあります。異動処理をして下さい。」とエ

ラーメッセージが表示される場合があります。 

 

 

 

 

 

上記エラーを回避するため、以下の作業を行って下さい。 

 

＜ 手順 ＞ 

１．業務メニューより、 ９１ マスタ登録 を選択します。 

２． １０１ システム管理マスタ を選択します。 

３．管理コード欄に「３００２」と入力し Ｅｎｔｅｒ を押します。 

  管理コード欄に 統計帳票出力情報（月次） がセットされます。 

  下図の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．区分コードに３桁の番号「０５０」を入力します。 

  初期値は「００１」が表示されますので Backspace 等で表示される数字を消して 

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「０５０」 を入力します 
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〈 区分コードに「０５０」入力後、下図の画面が表示された場合 〉 

 「０５０ 入院会計一括置換」と表示された場合は、前回改定作業時に登録済のため 

 業務メニューへ画面を戻し、手順８より作業を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． Ｅｎｔｅｒ を３回押し、有効年月日に「００００００００」～「９９９９９９９９」が表示され 

  ましたら、 確定（Ｆ１２） を押して下さい。 

 

６．下図の画面のように手入力して、 登録（Ｆ１２） を押し、「登録処理をします」と 

メッセージが表示されましたら、 ＯＫ（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全てワープロ入力します。アルファベットは半角大文字で入力します。 

 

 

 

 

 

手入力します 
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７．設定が終わりましたら、 戻る（Ｆ１） を数回押すと業務メニューに戻ります。 

８．業務メニューより、 ５２ 月次統計 を選択します。 

９． 次頁（Ｆ７） を数回押して、「０５０」のメニュー番号まで進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．「入院会計一括置換」にチェックを入れ、処理対象年月に令和４年１０月を指定 

します。（対象処理年月の欄に、「５０４１０」と入力し、 Ｅｎｔｅｒ を押します） 

 
 

１１．その後、 処理開始（Ｆ１２） を押して、 印刷する（Ｆ１２） を押します。 

   処理後、結果リストが印刷されますので、確認し完了です。 

 

 

※結果リストのメッセージについて 

 例１）「入院会計を更新しました」→処理は正常に終了しています。 

 例２）「対象年月入院登録分のため処理できません」 

    →１０月に新規入院した患者様は処理対象外なので追加作業はありません。 

 例３）「更新対象の入院会計がありませんでした」 

    →自動更新されていませんので、 ３２ 入院会計照会 画面を開いて、 

    前月（Ｆ６） 、 次月（Ｆ７） を押し、入院料を１０月に手動で繰り越して下さい。 

 


